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2

豊
か
で
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
基
本
に
自
然
と
共
生

を
図
り
な
が
ら
、
住
ん
で
よ
か

っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
行
政
推
進
を
図
り
ま
す
。 工藤　忠

ただ

義
よし

経
済
情
勢
は
誠
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
本
年
も
住

民
の
負
託
に
添
う
べ
く
、
年
の

初
め
に
志
し
た
信
念
に
基
づ
き

懸
命
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。三浦　正

まさ

信
のぶ

厳
し
い
と
き
こ
そ
、
新
年
に

は
希
望
を
託
す
る
も
の
で
す
。

今
ほ
ど
、
政
治
に
進
歩
が
求
め

ら
れ
る
時
は
あ
り
ま
せ
ん
。

力
を
合
わ
せ
て
前
進
を
‥
。 米田　定

さだ

男
お

政
治
生
活
20
年
65
歳
の
貴
重

な
経
験
を
生
か
し
、
八
幡
平
市

発
展
と
市
民
生
活
向
上
の
た
め
、

初
心
に
返
っ
て
全
力
を
傾
注
す

る
覚
悟
で
す
。

勝又　紘
こう

一
いち

北
東
北
の
交
流
新
拠
点
を
目

指
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
と

船
出
を
し
ま
し
た
。
一
人
ひ
と

り
が
元
気
に
、
輝
く
社
会
の
た

め
に
働
き
ま
す
。

北口　和
かず

男
お

輝
か
し
い
新
年
を
心
よ
り
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
９

月
の
豪
雨
災
害
に
遭
わ
れ
不
安

を
感
じ
た
事
と
思
い
ま
す
。
議

員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
。関　義

よし

征
ゆき

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
輝
か
し
い
平
成
20
年
が
始
ま

り
ま
し
た
。
議
員
一
同
、
市
民
の
幸

せ
と
市
勢
発
展
の
た
め
に
頑
張
り
ま

す
の
で
、
本
年
も
八
幡
平
市
議
会
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
市
誕
生
か
ら
３
年
目
の
新

春
を
迎
え
ま
し
た
。
市
民
の
皆

さ
ま
方
の
ご
協
力
に
感
謝
し
、

市
政
発
展
に
新
た
な
る
活
躍
を

誓
い
、
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。 副議長 橋　光

みつ

幸
ゆき

健
や
か
に
新
春
を
迎
え
、
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。「
全
市

民
想お

も

い
は
ひ
と
つ
」。
合
併
３

年
目
、
的
確
な
手
段
を
選
び
、

議
員
一
丸
と
な
り
頑
張
り
ま
す
。 議長瀬川　健

たて

則
のり

写真：岩手山山頂からの御来光
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大
手
企
業
の
外
需
拡
大
で
地

方
と
の
格
差
拡
大
が
広
が
り
地

方
の
疲
弊
が
進
ん
で
い
ま
す
。

誘
致
企
業
、
農
業
の
情
報
収
集

等
活
性
化
に
向
け
頑
張
り
ま
す
。渡邊　正

ただし

農
と
輝
の
大
地
の
も
と
誕
生

し
ま
し
た
八
幡
平
市
も
２
年
余

り
が
経
過
し
ま
し
た
。
一
層
の

発
展
を
願
い
、
全
力
で
議
会
活

動
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。工藤　直

なお

道
みち

私
の
今
年
の
目
標
は「
実
行
」

で
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

行
政
に
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
を
一
つ
で
も
多
く
実
現
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

工藤　剛
つよし

賀
春
。
静せ

い

謐ひ
つ

（
穏
や
か
）
な

る
知
性
で
市
民
経
済
力
の
高
揚

と
農
業
所
得
倍
増
に
何
が
何
で

も
本
腰
を
入
れ
な
け
れ
ば
‥
。

市
民
の
多
幸
と
発
展
を
祈
る
。田中　榮

え

司
し

夫
お

首
長
（
市
長
）
と
議
会
は
、

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
機
能
し
て

い
ま
す
。
議
会
の
権
限
は
厳
格

な
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
精
進
を

心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

三浦　榮
えい

吉
きち

夢
と
希
望
の
新
年
を
迎
え
心

よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。田村　孝

たかし

原
油
高
で
日
常
経
費
が
増
す

社
会
状
況
に
市
民
が
太
刀
打
ち

で
き
る
よ
う
に
、
市
民
の
増
収

益
が
で
き
る
農
林
業
の
充
実
と

発
展
に
傾
注
し
ま
す
。

関　善
ぜん

次
じ

郎
ろう

市
勢
発
展
の
た
め
に
本
年
も

懸
命
に
頑
張
る
こ
と
を
お
誓
い

申
し
上
げ
、
併
せ
て
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

小笠原　壽
ひさ

男
お

暮
ら
し
を
守
る
行
政
が
、
こ

れ
ま
で
に
な
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
議
会
や
議
員
が
担
う
べ

き
役
割
を
自
覚
し
、
そ
の
一
員

と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。橋　悦

えつ

郎
ろう

安
代
の
役
場
に
活
力
を
取
り

戻
し
、地
域
の
衰
退
ス
ト
ッ
プ
。

み
ん
な
の
暮
ら
し
が
成
り
立

つ
、
希
望
の
持
て
る
年
に
な
る

よ
う
、
今
年
も
頑
張
り
ま
す
。 山本　榮

さかえ

議
会
も
任
期
折
返
し
で
す
。

合
併
効
果
を
通
し
議
会
と
行
政

が
一
体
と
な
り
、
農
と
輝
を
基

本
に
、
市
民
の
声
を
聞
き
、
生

活
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。 松浦　博

ひろ

幸
ゆき

農
み
の
り

と
輝

ひ
か
り

の
大
地
を
目
指
す
八

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
柱
に
、

「
ゆ
い
の
心
」
を
大
切
に
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
、
着
実
に
前
進

で
き
る
年
に
し
ま
し
ょ
う
。

大和田　順
じゅん

一
いち

皆
さ
ま
と
と
も
に
新
年
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
生
活
向
上
の
た
め
、

微
力
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
。
ご

指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 橋　守

まもる

子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で
安
心

し
て
住
め
る
未
来
の
街
を
目
指

し
、
所
管
す
る
事
務
を
十
分
に

調
査
研
究
し
、
市
政
進
路
に
誤

り
の
な
い
よ
う
舵
取
り
し
ま
す
。 伊藤　一

かず

彦
ひこ

八
幡
平
市
を
魅
力
あ
る
観
光

地
に
す
る
た
め
尽
力
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
穏

や
か
で
実
り
多
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 橋　俊

とし

彦
ひこ

家
族
そ
ろ
っ
て
良
い
正
月
を

迎
え
ら
れ
た
事
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
農
と
輝
の
大
地
実

現
に
向
け
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し
ま
す
。 遠藤　公

きみ

雄
お

「
農
と
輝
の
大
地
」
の
創
造

を
目
指
し
、「
輝
」
の
観
光
振

興
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
今
年
は
「
農
」

の
農
業
振
興
に
も
努
め
ま
す
。 古川　津

つ

好
よし

年
、今
年
も
子
育
て
支
援
、

障
害
者
自
立
支
援
な
ど
重
要
課

題
に
「
初
心
を
忘
れ
ず
」
安
心

安
全
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

の
た
め
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。 小野寺　昭

しょう

一
いち



◎
職
員
懲
戒
審
査
委
員
会
の
委

員
の
任
命
に
関
し
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

小
野
寺
千ち

誠せ
い

氏
（
荒
木
田
）、

道み
ち

尻じ
り

和
彦
氏
（
柏
台
）
、
本
宮

隆
一
氏
（
清
水
）
、
小
野
寺
光

正
氏
（
市
企
画
総
務
部
長
）
、

大
森
力り

き

男お

氏
（
市
生
活
福
祉
部

長
）
の
５
人
を
委
員
に
任
命
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
（
大

森
氏
を
除
く
４
人
は
再
任
）

◎
財
産
の
無
償
譲
渡
に
関
し
議

決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

市
所
有
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
１

台
を
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
株
式

会
社
コ
ス
モ
プ
ラ
ザ
西
根
に
譲

渡
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
八
幡
平
市
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
に
係
る
生
活
環
境
影
響
調

査
結
果
の
縦
覧
等
手
続
条
例

市
が
設
置
し
よ
う
と
す
る
一

般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
生
活
環

境
影
響
調
査
（
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
）
な
ど
に
つ
い
て
定
め
る

も
の
で
す
。（
12
月
21
日
施
行
）

◎
八
幡
平
市
特
別
会
計
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

旧
松
尾
村
が
運
動
公
園
整
備

の
た
め
に
設
け
て
い
た
公
共
用

地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
を

廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

（
12
月
21
日
施
行
）

◎
八
幡
平
市
民
バ
ス
運
行
条
例

市
民
の
交
通
確
保
の
た
め
、

安
代
地
区
で
市
民
バ
ス
を
運
行

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
運
行

経
路
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
荒
沢
地
区
　
「
横
間
・
曲
田

線
」「
細
野
・
赤
坂
田
線
」「
五

日
市
・
浅
沢
線
」（
一
般
１
０

０
円
、
中
学
生
以
下
無
料
）

▼
田
山
地
区
　
「
苗
代
沢
・
石

名
坂
線
」
「
兄
川
・
兄
畑
線
」

「
瀬
の
沢
線
」「
長
者
前
・
杉
沢

生涯学習推進大会「学びのひろば」（１月27日、西根地区市民センター）での
発表に向け、練習に励む劇団ゆう「ゆり組」所属の西根地区の子どもたち

4

平成19年12月13日から19日まで、市議会12月定例会を開催しま

した。一般質問では８人が登壇し、八幡平スキー場休業問題や市行

財政改革実施計画（集中改革プラン）の進
しん

捗
ちょく

状況などについて質

問しました（６～13�参照）。また、今回の定例会では、追加提案

された「八幡平市民バス運行条例」を含む21議案を審議し、全議案

を原案のとおり可決。提出された５件の請願のうち、「八幡平市の

新庁舎建設計画の中止を求める請願」は、付託された総務常任委員

会で継続審査することになりました（５�参照）。

全
会
一
致
で
可
決
し
た
も
の

12月
定例
会

21
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決

市
民
バ
ス
　
月
か
ら
運
行 

市
民
バ
ス
　
月
か
ら
運
行

市
民
バ
ス
　
月
か
ら
運
行 

市
民
バ
ス
　
月
か
ら
運
行 
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線
」（
荒
沢
地
区
と
同
額
）

▼
廃
止
代
替
路
線
　
「
荒
屋
新

町
・
浄
法
寺
線
」（
中
学
生
以

上
２
０
０
円
、
小
学
生
１
０
０

円
、
幼
児
無
料
）

◎
除
雪
ド
ー
ザ
使
用
料
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

平
成
４
年
に
旧
安
代
町
で
制

定
さ
れ
、
合
併
後
も
安
代
地
区

で
暫
定
施
行
し
て
い
た
同
条
例

を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。（
12
月
21
日
施
行
）

◎
八
幡
平
市
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

職
員
の
給
与
や
通
勤
手
当
を

見
直
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

（
12
月
21
日
施
行
。
左
表
は
国

を
１
０
０
と
し
た
給
与
水
準
を

示
す
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
）

◎
平
成
19
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
４
６

６
５
万
円
を
追
加
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
特

別
会
計
６
会
計
と
事
業
会
計
２

会
計
の
補
正
予
算
も
提
案
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
会
計
の
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
市
道
用
地
及
び
測
量
設
計
調

査
業
務
委
託
料
２
４
５
万
２
０

０
０
円

▼
融
雪
剤
散
布
用
車
両
等
購
入

費
５
４
０
万
円

問

松
尾
庁
舎
の
補
強
に
ど
れ

だ
け
費
用
が
か
か
る
の
か
。

答

９
４
５
０
万
円
と
試
算
し

て
い
る
。

問

耐
震
改
修
計
画
は
作
ら
れ

て
い
る
の
か
。

答

現
在
、
小
・
中
学
校
も
含

め
て
、
施
設
を
所
管
す
る
部
署

で
計
画
し
て
い
る
。

問

学
童
保
育
の
冬
季
休
業
期

間
が
西
根
地
区
と
安
代
地
区
で

違
う
理
由
は
。

答

臨
時
職
員
の
再
雇
用
の
関

係
で
２
週
間
休
業
と
し
た
。
安

代
地
区
は
、
保
育
所
と
学
童
保

育
が
相
互
補
完
し
た
た
め
１
週

間
の
休
業
と
な
っ
た
。

問

都
市
計
画
の
大
更
駅
前
線

の
変
更
理
由
は
。

答

駅
は
観
光
部
門
で
の
玄
関

口
で
も
あ
り
、
現
在
の
朝
夕
の

混
雑
緩
和
を
含
め
、
駅
前
広
場

の
機
能
を
生
か
し
た
商
店
街
に

つ
な
げ
る
た
め
変
更
し
た
。

問

合
併
協
議
会
で
総
合
支
所

方
式
を
選
ん
だ
の
だ
か
ら
、
安

代
総
合
支
所
は
安
代
地
区
で
の

事
業
推
進
が
で
き
る
体
制
の
人

員
配
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

庁
舎
を
建
設
し
て
一
本
に

す
る
こ
と
で
、
安
代
総
合
支
所

の
機
能
を
上
げ
る
の
も
一
つ
の

考
え
方
で
あ
る
。
庁
舎
建
設
検

討
委
員
会
で
検
討
し
て
ほ
し
い
。

問

災
害
復
旧
の
査
定
状
況
は
。

答

市
の
公
共
土
木
施
設
は
61

件
３
億
７
０
０
０
万
円
、
農
業

関
係
が
55
件
２
億
６
５
０
０
万

円
で
、
一
級
河
川
に
関
す
る
も

の
が
約
10
億
円
で
あ
る
。

問

庁
舎
建
設
の
必
要
金
額
を

明
示
し
、
説
明
す
る
べ
き
だ
。

答

出
せ
る
も
の
は
皆
さ
ん
に

示
し
て
い
き
た
い
。

問

ス
キ
ー
大
会
の
開
催
は
、

競
技
役
員
の
育
成
の
関
係
も
あ

る
の
で
、
継
続
し
て
大
会
を
誘

致
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

職
員
に
は
全
庁
的
に
お
願

い
を
し
て
大
会
運
営
に
当
た
り
、

育
成
に
努
め
て
い
る
。

問

健
康
診
断
を
国
保
会
計
で

や
る
と
３
項
目
減
る
が
、
そ
の

分
は
ど
う
な
る
の
か
。

答

心
電
図
、
眼
底
、
貧
血
の

３
項
目
は
、
前
年
の
デ
ー
タ
か

ら
医
師
が
必
要
と
認
め
た
方
は

や
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

問

田
山
ス
キ
ー
場
の
管
理
を

今
後
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

答

リ
フ
ト
の
耐
用
年
数
を
調

査
し
な
が
ら
、
今
後
の
在
り
方

を
検
討
し
た
い
。

◎
八
幡
平
市
の
特
定
の
事
務
の

郵
便
局
に
お
け
る
取
扱
い
に
関

す
る
郵
便
局
の
指
定
に
関
し
議

決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

戸
籍
謄
・
抄
本
、
納
税
証
明

書
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登

録
証
明
書
な
ど
の
請
求
や
受
け

取
り
を
、
柏
台
郵
便
局
で
も
で

き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
（
試
行
期
間
と
し
て

４
月
１
日
か
ら
実
施
）

問

試
行
期
間
の
意
味
は
何
か
。

答

急
激
な
変
化
を
回
避
す
る

た
め
、
６
カ
月
間
の
試
行
期
間

を
設
け
る
も
の
で
あ
る
。

問

取
り
扱
い
を
委
託
す
る
郵

便
局
に
つ
い
て
は
、
条
件
を
十

分
審
査
し
た
の
か
。

答

人
的
、
質
的
、
情
報
保
護

の
観
点
な
ど
検
討
し
、
十
分
対

応
で
き
る
と
判
断
し
た
。

5

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
も
の

庁舎建設中止求める請願は継続審査

平成19年12月4日、提出された請願に目を通す瀬川議長（左端）

12月定例会では、提出されていた請願５件のうち、

「八幡平市の新庁舎建設計画の中止を求める請願」

を継続審査とすることにしました。

この請願は、住みよい八幡平市をつくる住民の会

（晴山匡
ただ

倫
のり

代表）から提出されていたもので、市議

会から審査の付託を受けた総務常任委員会は、19年

12月14日に委員会を開催した結果、「新庁舎建設基

本計画・基本構想については、現在、八幡平市庁舎

建設検討委員会で検討中であること。また、この請

願に付された署名簿の署名者数等に錯誤が見受けら

れることから、この請願は、慎重な審査を必要とす

る」との理由で、閉会中の継続審査としました。

ラスパイレス指数（19年４月１日現在）

市町村名

盛　岡　市 99.3 花　巻　市 93.6
奥　州　市 97.4 宮　古　市 93.2
釜　石　市 97.0 久　慈　市 93.2
北　上　市 96.9 八 幡 平 市 92.5
大 船 渡 市 96.6 陸前高田市 91.8
一　関　市 94.8 市 平 均 95.8
遠　野　市 94.4 町 村 平 均 92.7
二　戸　市 94.2 県 平 均 95.0

指数 市町村名 指数
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一般質問

今回質問した項目

・八幡平スキー場休業について
・七時雨周辺の環境整備について
・防犯対策について

小
野
寺
議
員

八
幡
平
ス
キ
ー

場
は
、
昭
和
36
年
12
月
、
竜
ケ

森
ス
キ
ー
場
に
次
い
で
県
内
２

番
目
に
開
設
し
た
。
ス
キ
ー
客

入
り
込
み
数
の
ピ
ー
ク
は
、
昭

和
62
年
の
19
万
８
７
３
人
と
な

っ
て
い
る
。
本
州
で
は
一
番
早

く
滑
れ
、
そ
し
て
ア
ス
ピ
リ
ン

ス
ノ
ー
で
知
ら
れ
、
皇
族
の

方
々
も
滑
ら
れ
た
歴
史
あ
る
ス

キ
ー
場
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、

株
式
会
社
八
幡
平
観
光
が
、
当

初
は
営
業
す
る
と
言
っ
て
い
た

が
、
11
月
16
日
の
取
締
役
会
で

今
季
ス
キ
ー
場
を
休
業
と
し
た

経
緯
と
、
今
後
の
存
続
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長

株
式
会
社
八
幡
平
観
光

か
ら
、
本
年
を
も
っ
て
ス
キ
ー

場
を
閉
鎖
し
た
い
申
し
出
が
あ

っ
た
が
、
歴
史
の
あ
る
ス
キ
ー

場
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ス
キ

ー
場
の
存
続
の
条
件
、
前
提
と

し
て
、
経
営
で
き
る
企
業
な
ど

鋭
意
折
衝
を
続
け
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
営
業
プ
ラ
ン
を
示
し

た
企
業
が
あ
っ
た
が
、
財
政
負

担
の
問
題
も
生
じ
、
今
年
譲
渡

先
が
見
つ
か
ら
な
い
状
況
と
な

っ
た
。
八
幡
平
ス
キ
ー
場
の
閉

鎖
は
、
地
方
経
済
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
今
後

と
も
県
、
会
社
側
と
鋭
意
検
討

し
て
い
き
た
い
。

七
時
雨
周
辺
の
整
備
は

小
野
寺
議
員

七
時
雨
体
験
施

設
の
活
用
状
況
と
周
辺
整
備
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長

管
理
も
含
め
、
地
域
住

民
の
協
力
の
も
と
に
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
地

域
住
民
に
よ
る
整
備
に
協
力
し

て
い
く
。

小
野
寺
議
員

「
西
根
老
人
憩

の
家
」
は
、
平
成
18
年
12
月
28

日
か
ら
翌
年
１
月
４
日
ま
で
休

業
し
、
さ
ら
に
浴
室
修
理
で
１

カ
月
近
く
利
用
者
に
迷
惑
を
掛

け
た
が
、
本
年
度
の
年
末
年
始

の
営
業
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

老
人
憩
の
家
管
理
条
例

で
は
、
年
末
年
始
は
連
続
８
日

間
が
休
館
日
と
な
っ
て
い
る
が
、

今
年
は
休
館
日
を
３
日
間
に
短

縮
し
、
残
り
５
日
間
の
利
用
実

態
を
調
査
し
、
今
後
の
営
業
形

態
の
参
考
に
し
て
、
検
討
材
料

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

犯
罪
状
況
と
防
犯
対
策

小
野
寺
議
員

平
成
18
年
４
月

１
日
か
ら
八
幡
平
幹
部
交
番
と

な
っ
て
い
る
が
、
本
市
の
刑
法

犯
認
知
状
況
と
今
後
の
防
犯
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

刑
法
犯
の
認
知
状
況

は
、
昨
年
同
期
と
比
較
し
て
大

き
な
変
化
は
な
い
状
況
と
認
識

し
て
い
る
。
犯
罪
を
な
く
し
、

安
全
か
つ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

八
幡
平
市
を
市
民
協
働
で
築
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

八起会　小野寺 昭
しょう

一
いち

議員

八
幡
平
ス
キ
ー
場
の
存
続
は

鋭
意
検
討
し
て
い
く

今
季
は
休
業
と
な
っ
た
八
幡
平
ス
キ
ー
場
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八起会　工藤直
なお

道
みち

議員

一般質問
今回質問した項目

・集中改革プランにおける財政効果について
・AED（自動体外式除細動器）の普及推進と
設置について

・児童生徒の携帯電話の利用指導について

工
藤
議
員

本
市
の
財
政
を
取

り
巻
く
状
況
は
厳
し
さ
を
増
す

と
こ
ろ
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
財

政
資
源
の
も
と
、
一
層
の
積
極

的
な
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

が
必
要
な
状
況
で
あ
る
が
、
集

中
改
革
プ
ラ
ン
を
実
施
し
て
早

２
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

る
中
、
目
標
と
し
て
い
る
推
計

と
現
状
の
実
績
を
比
較
し
、
ど

の
よ
う
な
効
果
が
表
れ
て
い
る

か
。
進し

ん

捗
ち
ょ
く

状
況
を
伺
い
た
い
。

市
長

集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
、

平
成
18
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で

の
４
年
間
の
行
動
計
画
で
、
歳

入
確
保
効
果
、
歳
出
削
減
効
果

合
わ
せ
て
28
億
４
３
１
１
万
９

０
０
円
の
効
果
を
見
込
ん
で
い

る
。
18
年
度
の
歳
入
歳
出
実
績

は
、
目
標
額
２
億
８
５
８
万
円

に
対
し
、
実
績
額
は
２
億
６
１

２
５
万
円
と
、
目
標
額
を
５
２

６
７
万
円
上
回
る
効
果
額
を
上

げ
た
。
19
年
度
の
取
り
組
み
も

年
度
途
中
で
あ
る
が
、
各
項
目

に
対
し
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る

状
況
で
あ
る
。

工
藤
議
員

現
在
の
財
政
状
況

を
ど
の
よ
う
に
判
断
し
、
残
さ

れ
た
２
年
間
を
見
据
え
た
今
後

の
財
政
見
通
し
を
伺
い
た
い
。

市
長

現
在
の
財
政
状
況
は
、

各
年
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

し
て
予
算
を
調
整
し
、
厳
し
い

予
算
編
成
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

現
在
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
を

検
証
し
、
見
直
し
を
含
め
、
あ

る
い
は
新
た
な
取
り
組
み
項
目

を
検
討
し
、
市
の
財
政
計
画
に

反
映
さ
せ
た
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
と
設
置

工
藤
議
員

熱
心
に
日
常
的
に

行
わ
れ
て
い
る
ク
ラ
ブ
活
動
な

ど
が
盛
ん
な
小
・
中
学
校
や
公

衆
の
出
入
り
が
多
い
公
共
施
設

な
ど
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
の
設
置
が
必
要

と
思
う
が
、
現
在
市
内
の
設
置

状
況
と
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う

に
普
及
推
進
に
取
り
組
む
考
え

か
伺
い
た
い
。

市
長

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
停
止
し

た
人
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え

て
救
命
す
る
機
器
で
あ
る
が
、

設
置
状
況
は
本
庁
舎
お
よ
び
各

支
所
、
八
幡
平
市
総
合
運
動
公

園
体
育
館
と
野
球
場
な
ど
19
施

設
21
台
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
設
置
が
優
先
さ
れ
る
学

校
へ
の
導
入
を
検
討
し
た
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
啓
発
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
消
防
署
職
員
に
よ

る
指
導
講
習
会
を
開
催
し
、
使

用
方
法
や
応
急
手
当
て
の
養
成

な
ど
を
市
民
に
行
い
た
い
。

児
童
生
徒
と
携
帯
電
話

工
藤
議
員

現
在
普
及
が
著
し

い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電

話
は
大
変
便
利
で
あ
る
が
、
反

面
、
情
報
化
の
著
し
い
中
、
不

正
確
な
メ
ー
ル
や
サ
イ
ト
な
ど
、

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、

指
導
お
よ
び
被
害
状
況
を
伺
う
。

教
育
長

岩
手
警
察
署
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
児
童
・
生
徒
指

導
と
と
も
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
教
職
員

が
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
な

お
、
市
内
で
こ
う
し
た
事
故
事

件
に
巻
き
込
ま
れ
た
報
告
は
受

け
て
い
な
い
。

集中改革プランにおける財政効果

目標上回る効果内容で推移

歳
入
確
保
対
策
の
一
環
と
し
て
、
税
滞
納
者
か
ら

差
し
押
さ
え
た
物
件
の
公
売
を
実
施
し
ま
し
た
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一般質問

今回質問した項目

・医療費助成について

橋
議
員

小
学
校
入
学
前
ま

で
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

は
、
外
来
・
入
院
そ
れ
ぞ
れ
１

レ
セ
プ
ト
当
た
り
５
０
０
円
の

自
己
負
担
が
あ
る
。
子
育
て
支

援
の
先
進
地
を
目
指
す
八
幡
平

市
と
し
て
、
こ
の
一
部
負
担
を

撤
廃
し
、
完
全
無
料
化
で
子
育

て
世
代
へ
の
支
援
を
拡
大
す
る

考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、
こ
の

制
度
の
対
象
年
齢
を
拡
大
す
る

考
え
は
。

市
長

国
の
医
療
制
度
改
革
で

は
、
乳
幼
児
の
医
療
機
関
な
ど

の
窓
口
で
の
自
己
負
担
割
合
が
、

現
行
３
歳
未
満
ま
で
が
２
割
負

担
で
あ
る
も
の
を
、
平
成
20
年

度
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
拡

大
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
県
は

こ
の
医
療
制
度
改
正
に
伴
い
、

県
単
事
業
の
医
療
費
助
成
制
度

の
見
直
し
に
着
手
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
見
直
し
の
内
容

は
ま
だ
分
か
ら
な
い
が
、
平
成

20
年
１
月
に
は
示
さ
れ
る
も
の

と
思
う
。

こ
の
県
の
補
助
金
交
付
要
領

の
改
正
を
待
っ
て
、
本
市
の
乳

幼
児
医
療
助
成
の
一
部
負
担
の

在
り
方
や
、
対
象
年
齢
の
拡
大

を
含
め
た
給
付
内
容
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

妊
婦
健
診
支
援
拡
大
を

橋
議
員

妊
婦
健
診
は
普
通

で
13
回
か
ら
14
回
受
け
る
必
要

が
あ
る
が
、
現
在
は
２
回
の
無

料
受
診
券
を
市
が
発
行
し
て
い

る
状
況
だ
。
出
産
ま
で
の
妊
婦

健
診
で
、
合
わ
せ
て
約
15
万
円

か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

市
の
支
援
を
拡
大
す
る
考
え
は

な
い
か
。

市
長

県
で
は
、
県
医
師
会
な

ど
関
係
機
関
で
組
織
す
る
、
妊

婦
や
乳
幼
児
の
健
康
診
査
項
目

な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
会
を
開

催
し
、
そ
の
結
果
が
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
検
討
結
果
に
基
づ

き
、
市
と
し
て
妊
娠
週
数
に
応

じ
て
公
費
負
担
を
お
お
む
ね
５

回
に
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

橋
議
員

市
内
の
出
生
数
は
、

14
年
度
に
２
４
６
人
だ
っ
た
の

が
、
18
年
度
に
は
２
０
０
人
と

な
っ
て
い
て
、
年
々
減
少
し
て

い
る
。
妊
婦
健
診
で
の
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
は
、
大
き
な
少

子
化
対
策
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
１
回
の
無
料
健
診
券
を
増

や
す
た
め
に
は
、
２
０
０
万
円

ほ
ど
の
予
算
で
で
き
る
。
さ
ら

に
増
や
す
考
え
は
な
い
か
。

副
市
長

実
際
財
政
運
営
を
預

か
る
立
場
に
な
っ
て
み
る
と
難

し
い
部
分
が
あ
る
。
無
料
健
診

券
発
行
を
７
回
、
８
回
に
で
き

る
か
ど
う
か
検
討
し
て
み
た
い

が
、
現
時
点
で
は
か
な
り
難
し

い
状
況
だ
。

日本共産党 橋 悦
えつ

郎
ろう

議員

子
育
て
支
援
の
拡
大
を県

の
制
度
改
正
を
見
て
検
討

４
月
か
ら
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
が
拡
大
し
ま
す
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日本共産党　米 田 定
さだ

男
お

議員

一般質問

今回質問した項目

・新庁舎建設問題について

米
田
議
員

建
設
を
推
進
す
る

当
局
の
主
張
と
し
て
「
合
併
協

定
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
。
そ
れ

を
尊
重
す
る
」
が
あ
る
。
そ
の

経
過
に
つ
い
て
は
、
事
実
で
あ

る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
そ
の
事

実
を
承
知
の
上
で
の
建
設
反
対

の
声
に
対
し
て
の
回
答
に
な
ら

な
い
だ
け
で
は
な
く
、
「
住
民

は
納
得
し
な
く
て
も
、
決
定
に

は
従
え
」
と
い
う
態
度
で
あ
る
。

問
題
は
、
そ
の
決
定
の
内
容
が
、

住
民
の
評
価
に
耐
え
ら
れ
る
か

ど
う
か
で
あ
り
、
住
民
多
数
の

意
思
を
尊
重
す
る
立
場
に
立
つ

か
ど
う
か
で
あ
る
が
。

市
長

合
併
協
定
項
目
は
、
住

民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
べ
く
、

合
併
協
議
会
で
の
度
重
な
る
協

議
と
、
そ
の
過
程
で
の
住
民
懇

談
会
な
ど
を
経
て
決
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

米
田
議
員

「
合
併
特
例
措
置

が
受
け
ら
れ
る
の
は
今
だ
け
で

あ
り
、
特
例
措
置
が
あ
る
う
ち

に
建
設
し
た
方
が
財
政
的
に
有

利
で
あ
る
」
の
論
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
財
政
・
経
済
の
一
部
分

で
し
か
な
い
「
財
源
」
か
ら
全

体
を
評
価
し
た
も
の
で
あ
り
、

事
実
や
現
実
に
立
脚
し
な
い
、

い
わ
ば
空
論
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
こ
の
論
が
成
り
立
つ
た
め

に
は
二
つ
の
前
提
条
件
が
必
要

で
あ
る
。
一
つ
は
、
現
在
利
用

さ
れ
、
以
後
30
年
も
利
用
で
き

る
庁
舎
が
存
在
す
る
こ
と
を
無

視
す
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、

建
設
さ
れ
る
新
庁
舎
が
半
永
久

的
に
利
用
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
が
現
実
に
合
致
し
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
。

市
長

松
尾
庁
舎
の
改
修
に
は

多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
と
、

現
在
の
分
庁
方
式
で
は
効
率
的

な
事
務
処
理
に
支
障
を
来
し
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
将
来

に
財
政
的
負
担
を
残
さ
な
い
こ

と
で
あ
る
。

米
田
議
員

新
庁
舎
そ
の
も
の

の
必
要
性
と
し
て
、
新
市
の
一

体
感
の
醸
成
に
役
立
つ
と
い
う

法
則
は
存
在
し
な
い
と
認
識
す

る
。
一
体
感
の
醸
成
と
新
庁
舎

の
存
在
に
因
果
関
係
あ
り
と
す

る
そ
の
根
拠
を
、
具
体
的
に
示

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長

一
体
感
が
重
要
で
あ
る

こ
と
は
論
を
待
た
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の

積
み
重
ね
で
、
一
体
感
が
は
ぐ

く
ま
れ
て
い
く
と
考
え
る
。

米
田
議
員

最
終
的
な
判
断
を

す
る
の
は
住
民
多
数
の
意
思
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
認
め
る

か
ど
う
か
で
あ
る
。
ま
た
単
純

な
理
論
だ
が
、
現
在
あ
る
施
設

を
最
大
限
有
効
に
活
用
す
る
こ

と
が
経
済
的
に
有
利
だ
と
言
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
前
提
の
上

で
、
松
尾
庁
舎
の
問
題
や
、
狭

い
と
い
う
問
題
に
対
応
す
る
こ

と
で
あ
る
。

市
長

正
確
な
情
報
に
基
づ
い

た
判
断
と
い
う
の
は
当
然
必
要

で
あ
る
。

新庁舎必要論に反論する

今後も正確な情報を提供していく

昨
年
12
月
11
日
、
市
役
所
会
議
室
で
第
２
回
市
庁
舎
建
設
検
討
委
員

会
（
委
員
長
・
古
沢
真
作
県
立
大
副
学
長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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一般質問

今回質問した項目

・行財政改革について
・バイパス第２期工区の取り組みについて

松
浦
議
員

行
財
政
改
革
実
施

計
画
と
な
る
集
中
改
革
プ
ラ
ン

の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

市
長

市
行
財
政
改
革
実
施
計

画
、
い
わ
ゆ
る
集
中
改
革
プ
ラ

ン
は
、
18
年
度
か
ら
21
年
度
ま

で
の
４
年
間
が
行
動
計
画
期
間

で
あ
る
。
歳
入
は
、
税
金
な
ど

の
滞
納
整
理
、
未
利
用
財
産
の

売
り
払
い
、
上
下
水
道
の
加
入

促
進
に
よ
る
歳
入
確
保
な
ど
で
、

歳
出
は
、
人
件
費
、
物
件
費
、

補
助
費
な
ど
の
削
減
と
い
う
内

容
で
あ
る
。
18
年
度
は
、
目
標

額
を
５
２
６
７
万
円
上
回
る
効

果
額
を
上
げ
た
。

松
浦
議
員

施
設
統
廃
合
や
維

持
管
理
費
節
約
も
計
画
中
で
あ

り
、
地
域
住
民
へ
の
説
明
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長

市
民
生
活
に
直
接
か
か

わ
る
柏
台
出
張
所
見
直
し
や
小

学
校
統
廃
合
、
保
育
所
再
編
な

ど
は
、
関
係
す
る
行
政
区
や
保

護
者
へ
の
説
明
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
情
報
提
供
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
計
画
を
策
定
し
た

18
年
12
月
以
降
、
主
な
項
目
な

ど
を
「
広
報
は
ち
ま
ん
た
い
」

で
計
５
回
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

松
浦
議
員

協
働
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
が
10
カ
年
計
画
で
始
ま

っ
て
い
る
が
、
本
年
度
の
事
業

内
容
を
伺
う
。

市
長

地
域
振
興
協
議
会
事
業

が
43
事
業
、
自
治
会
町
内
会
事

業
が
43
事
業
行
わ
れ
て
い
る
。

各
地
域
で
模
索
段
階
で
あ
り
、

従
来
行
わ
れ
て
き
た
事
業
を
改

善
し
て
実
施
す
る
も
の
が
多
か

っ
た
。
本
年
度
各
地
域
で
行
わ

れ
た
事
業
を
公
表
し
な
が
ら
、

各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

推
進
に
努
め
る
。

松
浦
議
員

事
業
実
施
中
の
事

故
発
生
が
考
え
ら
れ
る
が
、
市

民
全
体
を
対
象
と
し
た
傷
害
保

険
に
加
入
で
き
な
い
か
。

総
合
政
策
課
長

公
益
活
動
中

の
事
故
対
応
に
つ
い
て
は
、
自

治
会
独
自
の
事
業
も
含
め
る
か
、

地
域
振
興
協
議
会
と
し
て
加
入

す
る
か
、
掛
け
金
の
関
係
も
あ

り
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

バ
イ
パ
ス
整
備
の
今
後

松
浦
議
員

西
根
バ
イ
パ
ス
第

２
期
工
区
に
つ
い
て
、
赤
川
橋

付
近
と
平
舘
小
学
校
通
り
の
道

路
は
既
存
の
ま
ま
か
。

市
長

19
年
２
月
の
住
民
説
明

会
で
示
し
た
計
画
は
概
略
設
計

で
あ
り
、
今
後
、
路
線
測
量
、

詳
細
設
計
、
用
地
測
量
、
建
物

な
ど
す
べ
て
県
か
ら
詳
細
計
画

が
示
さ
れ
た
時
点
で
、
必
要
な

関
連
道
路
の
整
備
計
画
を
策
定

し
、
県
と
の
協
議
を
行
っ
た
上

で
路
線
計
画
を
確
定
す
る
。

松
浦
議
員

バ
イ
パ
ス
に
関
連

し
て
、
赤
川
橋
付
近
に
急
カ
ー

ブ
が
２
カ
所
あ
り
、
大
型
車
の

通
行
が
困
難
で
あ
る
。
難
所
解

消
の
た
め
、
道
路
改
良
整
備
の

請
願
が
採
択
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
関
係
を
伺
い
た
い
。

市
長

道
路
改
良
整
備
の
請
願

は
、
旧
西
根
町
で
平
成
16
年
に

採
択
さ
れ
た
市
道
掘
切
線
と
認

識
し
て
い
る
。
バ
イ
パ
ス
第
２

期
工
区
の
路
線
計
画
確
定
に
合

わ
せ
て
改
良
計
画
を
策
定
し
、

市
総
合
計
画
に
位
置
付
け
た
上

で
事
業
を
進
め
る
。

政高会　松 浦 博
ひろ

幸
ゆき

議員

行
財
政
改
革
の
地
域
住
民
へ
の
説
明

直
接
か
か
わ
る
も
の
は
説
明
会
を
開
催

地域住民の窓口となってきた柏台出張所
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政高会　渡 邊 正
ただし

議員

一般質問

今回質問した項目

・新庁舎について
・バイパスの今後について

渡
邊
議
員

新
庁
舎
建
設
反
対

署
名
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る

よ
う
だ
が
、
そ
の
結
果
の
対
応

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

市
長

議
長
あ
て
の
請
願
に
対

し
、
コ
メ
ン
ト
を
付
す
立
場
に

は
な
い
。

渡
邊
議
員

７
０
０
０
近
く
集

ま
っ
た
直
近
の
民
意
に
対
し
て
、

市
長
と
し
て
の
責
任
、
立
場
か

ら
、
市
民
と
対
話
を
す
る
場
を

つ
く
り
、
大
議
論
に
参
加
し
て

ほ
し
い
と
思
う
。
対
話
集
会
の

場
を
つ
く
れ
ば
参
加
し
て
、
皆

さ
ん
に
説
明
す
る
と
理
解
し
て

い
い
か
。

市
長

決
し
て
無
視
し
て
い
る

訳
で
は
な
い
。
行
政
と
し
て
市

民
と
の
対
話
、
意
思
の
疎
通
は

ぜ
ひ
図
っ
て
い
き
た
い
。
今
請

願
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
で
は
正

確
な
情
報
を
出
し
た
つ
も
り
だ

が
、
一
般
市
民
の
皆
さ
ま
に
は

理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
正
確
な

情
報
を
よ
り
早
く
よ
り
多
く
の

人
に
伝
え
て
い
く
努
力
が
必
要

だ
と
思
う
。

渡
邊
議
員

市
民
か
ら
次
の
よ

う
な
投
書
が
あ
っ
た
。
「
先
般

議
会
だ
よ
り
を
拝
見
す
る
に
新

庁
舎
に
対
す
る
考
え
が
少
し
感

じ
ら
れ
ず
残
念
に
思
う
。
あ
な

た
は
賛
成
か
反
対
か
。
各
議
員

に
記
名
式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
、
次
回
の
議
会
だ
よ
り
に
一

覧
と
し
て
掲
載
を
考
え
て
ほ
し

い
、
現
在
の
庁
舎
の
狭
さ
な
ど

を
理
由
に
挙
げ
て
い
る
市
長
ほ

か
の
方
は
、
ま
ず
自
ら
の
机
周

辺
を
整
理
さ
れ
る
こ
と
の
ほ
う

が
前
向
き
な
姿
勢
で
は
な
い

か
。
市
職
員
に
も
同
様
の
こ
と

が
言
え
、
い
っ
ぱ
い
で
な
い
ゴ

ミ
袋
を
出
し
て
い
る
姿
に
、
一

般
家
庭
で
は
見
る
こ
と
の
な
い

光
景
に
驚
き
さ
え
あ
る
。
１
期

目
ど
ん
ど
ん
活
躍
い
た
だ
く
今

の
市
民
の
声
と
し
て
、
失
礼
を

承
知
で
出
し
ま
し
た
。
近
所
、

親
戚
だ
と
い
う
な
れ
合
い
の
選

挙
は
な
く
す
べ
き
だ
。
だ
か
ら

今
行
動
し
て
次
に
つ
な
げ
て
い

た
だ
き
た
い
」
。
両
副
市
長
の

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
た
い
。

小
林
副
市
長

検
討
し
な
が
ら

対
応
し
、
改
め
る
も
の
は
改
め

る
前
向
き
の
姿
勢
に
変
わ
り
な

く
、
誠
意
を
も
っ
て
対
応
す
る
。

武
田
副
市
長

冷
静
に
対
応
し
、

住
民
の
目
線
に
立
っ
た
行
政
を

進
め
、
住
民
の
行
政
に
対
す
る

提
言
を
真し

ん

摯し

に
受
け
止
め
る
。

渡
邊
議
員

投
書
に
氏
名
が
な

い
の
だ
が
、
庁
舎
建
設
に
対
し

て
は
、
現
在
の
中
身
で
あ
れ
ば

考
え
る
余
地
が
あ
る
の
で
反
対

だ
。
と
に
か
く
大
議
論
し
て
結

果
を
出
し
て
ほ
し
い
、
対
話
集

会
に
つ
い
て
の
内
容
は
、
請
願

者
の
会
長
と
協
議
し
て
ほ
し
い
。

市
長

時
期
的
に
基
本
構
想
が

出
来
次
第
積
極
的
に
出
て
い
く
。

バ
イ
パ
ス
関
連
道
路
は

渡
邊
議
員

バ
イ
パ
ス
か
ら
の

関
連
道
路
で
、
西
根
中
学
校
の

西
口
に
通
じ
る
通
学
路
が
狭
く
、

冬
期
間
は
凍
結
し
、
暗
く
危
険

だ
が
、
歩
道
付
き
の
改
良
工
事

は
出
来
な
い
か
。
ま
た
は
請
願

は
出
て
い
る
か
。

産
業
建
設
部
長

請
願
は
確
か

め
て
い
な
い
が
、
指
摘
さ
れ
た

内
容
を
順
次
計
画
を
立
て
、
検

討
し
て
実
行
し
て
い
き
た
い
。

新庁舎反対署名の対応は

コメントを付す立場にはない

12
月
４
日
、
新
庁
舎
建
設
の
中
止
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
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一般質問

今回質問した項目

・各種土地の利活用について
・民生委員のあり方について
・燃料高騰による影響と対策について

大
和
田
議
員

各
種
土
地
利
用

関
係
法
や
諸
制
度
に
よ
る
土
地

お
よ
び
市
有
地
の
、
適
正
で
有

効
な
土
地
利
用
を
図
る
こ
と
が

市
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
思
う

が
、
考
え
を
伺
う
。

市
長

農
用
地
利
用
計
画
で
は

農
用
地
の
有
効
利
用
の
促
進
、

宅
地
開
発
、
工
業
用
地
の
有
効

利
用
、
商
業
地
な
ど
の
促
進
、

都
市
計
画
の
推
進
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
西
根
バ
イ
パ
ス
周

辺
も
含
め
、
各
種
利
用
形
態
を

踏
ま
え
、
今
後
策
定
す
る
国
土

利
用
計
画
八
幡
平
計
画
に
向
け
、

計
画
的
な
調
整
や
適
正
な
土
地

利
用
の
確
保
を
図
り
た
い
。
企

業
誘
致
の
土
地
に
つ
い
て
は
、

当
面
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方
式
に

よ
る
立
地
誘
導
と
、
リ
ー
ス
や

割
賦
販
売
制
度
の
創
設
な
ど
、

多
様
な
企
業
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

土
地
利
用
を
検
討
し
、
企
業
誘

致
活
動
を
展
開
し
た
い
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長

農
業

委
員
会
内
に
遊
休
農
地
対
策
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
耕
作
放
棄

地
防
止
適
正
管
理
実
証
化
事
業

を
導
入
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

こ
れ
は
、
国
に
よ
る
３
年
間
の

継
続
事
業
で
あ
り
、
遊
休
農
地
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
対
策
と
改

善
策
や
検
証
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。

民
生
委
員
の
在
り
方
は

大
和
田
議
員

高
齢
化
や
過
疎

化
が
進
む
中
、
市
の
地
域
福
祉

を
支
え
る
上
で
、
民
生
委
員
の

役
割
は
増
す
と
思
う
。
委
員
の

活
動
に
当
た
り
、
補
佐
や
支
援

で
き
る
体
制
が
必
要
で
な
い
か
。

ま
た
、
３
年
後
の
委
員
の
定
数

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長

民
生
委
員
の
存
在
は
不

可
欠
で
あ
る
。
市
と
し
て
八
幡

平
市
民
生
委
員
協
議
会
に
活
動

補
助
金
を
助
成
し
、
今
ま
で
以

上
に
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の

連
携
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
自

治
組
織
な
ど
、
地
域
総
ぐ
る
み

の
活
動
支
援
を
考
え
て
い
る
。

配
置
基
準
の
定
数
は
、
民
生
委

員
協
議
会
を
踏
ま
え
、
担
当
地

域
の
見
直
し
を
図
る
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
面
か
ら
検
討
し
、
策
を

考
え
て
い
き
た
い
。

燃
料
高
騰
に
よ
る
影
響

大
和
田
議
員

燃
料
の
高
騰
は

市
民
生
活
や
生
産
な
ど
、
市
の

除
雪
や
各
運
営
に
影
響
が
で
る

と
思
う
が
。

市
長

財
政
的
に
は
、
高
騰
が

高
止
ま
り
で
長
期
の
場
合
、
相

当
の
影
響
が
出
る
と
考
え
る
。

農
業
、
観
光
、
製
造
な
ど
各
産

業
へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
、
県

や
市
長
会
を
通
じ
、
国
へ
要
請

し
て
い
き
た
い
。

大
和
田
議
員

低
所
得
者
へ
の

支
援
と
対
策
に
つ
い
て
は
。

企
画
総
務
部
長

国
の
緊
急
対

策
で
は
、
寒
冷
地
に
お
け
る
生

活
困
窮
者
対
策
な
ど
、
市
の
自

主
的
取
り
組
み
に
対
し
、
特
別

交
付
税
の
支
援
を
行
う
。
市
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
内
部
で
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

大
和
田
議
員

相
談
窓
口
の
設

置
も
必
要
で
な
い
か
。

生
活
福
祉
部
長

県
と
連
携
し

設
置
し
た
い
。

緑松会　大和田 順
じゅん

一
いち

議員

適
正
で
有
効
な
土
地
の
利
活
用
を

バ
イ
パ
ス
周
辺
含
め
計
画
的
に
調
整

西根バイパス周辺を含めた土地の適正な利活用対策が求められて
います（写真：昨年12月28日に行われた西根バイパス開通式）
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緑松会　古 川 津
つ

好
よし

議員

一般質問

今回質問した項目

・常備消防の再編について
・安比塗漆器工房について
・八幡平スキー場の休業について

古
川
議
員

市
の
集
中
改
革
プ

ラ
ン
で
は
、
常
備
消
防
の
再
編

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
人

員
配
置
の
見
直
し
な
ど
に
よ

り
、
経
費
の
削
減
効
果
は
２
億

１
５
９
５
万
円
と
し
て
い
る
。

特
に
八
幡
平
消
防
署
松
尾
出
張

所
を
八
幡
平
消
防
本
署
に
統
合

す
る
計
画
に
な
っ
て
お
り
、
計

画
終
了
の
21
年
度
ま
で
あ
と
２

年
間
と
な
っ
た
が
、
統
合
へ
の

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

市
長

市
が
消
防
本
部
に
支
払

う
負
担
金
の
多
く
を
占
め
る
割

合
が
人
件
費
で
あ
る
。
段
階
的

に
統
合
し
、
最
終
的
に
９
人
を

削
減
す
る
計
画
で
あ
る
。
現
在

消
防
本
部
と
も
相
談
し
、
再
度

検
討
し
て
い
る
。

企
画
総
務
部
長

救
急
業
務
は

残
し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
思
い
も
あ
る
。
現
在

調
整
段
階
で
あ
り
、
細
部
に
つ

い
て
は
、
決
ま
っ
て
か
ら
地
区

の
皆
さ
ま
に
説
明
し
た
い
。

漆
器
工
房
の
改
善
策
は

古
川
議
員

安
比
塗
漆
器
工
房

は
、
原
材
料
の
仕
入
れ
や
販
売

が
伴
う
事
か
ら
、
少
な
く
と
も

企
業
会
計
、
で
き
れ
ば
独
立
し

た
法
人
の
下
で
経
営
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
第

三
セ
ク
タ
ー
の
傘
下
に
す
る
考

え
は
な
い
と
の
事
だ
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

市
長

市
の
発
足
以
来
、
運
営

方
法
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理

者
制
度
の
活
用
や
工
房
業
務
の

委
託
方
式
の
導
入
な
ど
検
討
し

て
き
て
い
る
。
職
員
の
人
件
費

を
含
め
る
と
、
収
支
は
マ
イ
ナ

ス
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
改
善
策
を
検
討
し
て
い
る
。

結
論
に
至
る
ま
で
も
う
少
し
時

間
が
必
要
で
あ
る
。

ス
キ
ー
場
休
業
の
影
響

古
川
議
員

八
幡
平
ス
キ
ー
場

が
休
業
す
る
こ
と
に
な
り
、
市

の
観
光
面
で
は
大
き
な
打
撃
で

あ
る
。
ツ
ア
ー
な
ど
で
雪
山
へ

入
山
す
る
人
た
ち
へ
の
安
全
対

策
は
ど
う
か
。
ま
た
、
ス
キ
ー

場
の
存
続
に
向
け
て
、
市
長
は

財
政
支
援
に
も
言
及
し
て
い
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
考
え
か
。

市
長

登
山
者
カ
ー
ド
に
よ
る

入
山
者
の
確
認
と
警
察
、
遭
難

救
助
隊
な
ど
の
関
係
機
関
に
よ

る
安
全
対
策
会
議
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
市
と
観
光
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
現
地
の
看
板

な
ど
で
注
意
を
呼
び
掛
け
た
い
。

ス
キ
ー
場
の
存
続
に
つ
い
て

は
、
引
き
継
ぐ
企
業
が
見
つ
か

ら
な
い
事
か
ら
、
今
後
と
も
県

と
連
携
し
、
い
ろ
ん
な
側
面
か

ら
支
援
を
検
討
し
た
い
。
財
政

支
援
に
つ
い
て
は
、
産
業
遺
産

登
録
に
も
な
っ
た
あ
の
一
帯
と

整
合
性
が
取
れ
た
計
画
で
あ
れ

ば
支
援
し
た
い
。

八幡平消防署松尾出張所の統合

救急業務を残すか検討中

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
常
備
消
防
（
八
幡
平
消
防
署
）

と
非
常
備
消
防
（
市
消
防
団
）
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な

っ
て
い
ま
す（
写
真
・
１
月
３
日
に
行
わ
れ
た
市
消
防
出
初
め
式
）
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民政会では、昨年10月中旬に、次の行政視

察研修を行いました。

◎岐阜県高山市役所農政部林務課
日本一の美林を目指した間伐推進計画、緑

の保全事業の助成により日本一の面積を誇る

育林に成果を上げている。

◎長野県大町市㈱関電くろよん観光
高山黒部観光と富山観光の組織連携による

一大観光ルートを完成。アルペントロリーバ

ス利用5,000万人達成記念事業を実施。

◎富山県富山市八尾町観光協会
小さな町で１日10万人の観光客を受け入れ

る「おわら風の盆」の組織運営の計画と力量

は独自の伝統と優れた芸術を育成した。

町内11自治会がそれぞれの踊りを披露する

祭りの運用は、地元観光協会と商工会が住民

を尊重する運営で成功していた。

◎石川県輪島市ＮＰＯ輪島工房長屋
漆器技術の伝承と希望業者組織の工房群を

運営。体験工房に学生が多く来館する。

民
政
会
三
浦
榮
吉
（
代
表
）、
関
義
征
、

関
善
次
郎

◎会派議員団会議
毎週火曜日、市議会会派室で議員団会議を

開催しています。政策課題の調査、研究、勉

強会のほか、一般質問や議案などの検討、議

員団としての打ち合わせ、日常活動の確認な

どを行っています。

◎八幡平市議団ニュースの発行
年４回の定例議会ごとに、議会での取り組

みや内容について、Ａ４版４ページで市議団

ニュースを作成。市内全域に配布しています。

◎調査、研修活動
市民の暮らしなどについて状況調査のため

市内の施設、事業所に出向き、関係者などの

説明、聞き取り、意見交換を行っています。

このほか、19年９月、北海道栗山町に学ぶ

現地セミナー（自治体問題研究所主催）に参

加。｢自然と共生する協同のまちづくりの実

践｣｢議会改革の背景と町議会基本条例の特

徴｣について、町長、議長からの説明を受け

研修をしました。

日
本
共
産
党
米
田
定
男
（
代
表
）、

山
本
　
榮
、

橋
悦
郎

会派活動紹介

飛
騨
杉
で
家
具
な
ど
を
製
造
す
る

飛
騨
産
業
株
式
会
社
工
場
を
見
学

会
派
議
員
団
会
議
は
、
会
派
室
で

毎
週
火
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

12
月
定
例
会
で
は
、
請
願
５
件
の
う
ち
３
件
が
不
採

択
、
１
件
が
一
部
採
択
、
１
件
が
継
続
審
査
と
決
ま
り

ま
し
た
。（
継
続
審
査
と
な
っ
た
八
幡
平
市
の
新
庁
舎

建
設
計
画
の
中
止
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て
は
、
５
ペ

ー
ジ
を
参
照
）

◎
飼
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
農
家
負
担
の
軽
減
と
国
産

飼
料
の
増
産
、
循
環
型
畜
産
の
発
展
を
図
る
施
策
を
求

め
る
請
願
（
請
願
者
・
農
民
運
動
県
連
合
会
）

こ
の
請
願
は
、
畜
産
経
営
の
保
護
を
求
め
る
た
め
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。（
実
効
性
に
乏
し
い
と
判
断
し
、

不
採
択
）

◎
最
低
保
障
年
金
制
度
の
創
設
を
求
め
る
請
願
（
請
願

者
・
全
日
本
年
金
者
組
合
岩
手
県
本
部
）

こ
の
請
願
は
、
全
額
国
庫
負
担
と
す
る
最
低
保
障
年

金
を
基
礎
と
し
た
年
金
制
度
の
創
設
を
求
め
提
出
さ
れ

ま
し
た
。（
公
的
年
金
制
度
は
、
さ
ら
に
検
討
の
必
要

が
あ
る
重
大
な
施
策
で
あ
る
と
判
断
し
、
不
採
択
）

◎
２
０
０
８
年
４
月
実
施
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

の
中
止
・
撤
回
を
求
め
る
請
願
（
請
願
者
・
岩
手
県
社

会
保
障
推
進
協
議
会
ほ
か
２
団
体
）

こ
の
請
願
は
、
４
月
に
実
施
予
定
の
医
療
制
度
の
中

止
・
撤
回
を
求
め
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。（
中
止
・
撤

回
は
無
理
で
あ
る
と
判
断
し
、
不
採
択
）

◎
米
価
の
安
定
対
策
を
求
め
る
請
願
（
請
願
者
・
農
民

運
動
岩
手
県
連
合
会
）

こ
の
請
願
は
、
稲
作
農
家
の
経
営
安
定
化
を
求
め
て

提
出
さ
れ
ま
し
た
。（
生
産
調
整
に
関
す
る
１
項
目
を

不
採
択
と
し
、
ほ
か
の
５
項
目
は
採
択
と
す
る
一
部
採

択
に
決
定
。
併
せ
て
発
議
案
を
可
決
し
、
関
係
大
臣
に

意
見
書
を
提
出
）

請
願
・
発
議
案

3
件
を
不
採
択
に
決
定
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昨
年
暮
れ
か
ら
正
月
に
か
け
て
、

大
き
な
話
題
が
立
て
続
け
に
市
内

を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。
12
月
23
日

開
催
の
有
馬
記
念
で
は
、
松
尾
地

区
の
女
性
が
所
有
す
る
「
マ
ツ
リ

ダ
ゴ
ッ
ホ
」
が
見
事
優
勝
。
ま
た
、

大
み
そ
か
に
抽
選
が
行
わ
れ
た
年

末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
で
は
、
県
内

で
唯
一
、
市
内
の
宝
く
じ
売
り
場

か
ら
１
等
が
出
ま
し
た
。
本
年
も

こ
の
よ
う
な
明
る
い
話
題
が
多
い

と
い
い
で
す
ね
。（
勇
孝
）

◎11月
�10月21日　工藤午

うま

吉
きち

氏死去（84歳・田頭）＝昭
和36年から西根町議会議員を６期

�９日　全国市議会議長会第83回評議員会（議長）
�15～16日　宮古市議会・八幡平市議会合同研

修会
�19日　市議会19年第３回臨時会、議員全員協

議会
�21～22日　議員定数等調査特別委員会所管事

務に係る視察研修（宮城県東松島市外）
�29日　全国過疎地域自立促進同盟第103回理

事会・第38回定期総会（議長）
◎12月
�８日　坂田弥

や

一
いち

郎
ろう

氏死去（76歳・荒屋新町）＝
昭和35年から安代町議会議員を５期、
昭和47年から同議長を１期

�８日　教育民生常任委員会
�10日　議会運営委員会
�13～19日　市議会平成19年第４回定例会
�13日　議会広報特別委員会
�14日　総務・教育民生・産業建設各常任委員会
�17日　議員全員協議会
�19日　議員定数等調査特別委員会
�26日　議会広報特別委員会
◎1月
�７日　議会広報特別委員会
�９日　八幡平市議会政務調査会各部会
�16日　議会運営委員会、市議会平成20年第１

回臨時会

議会の動き（11月～1月）

�２月22日 諸般の報告、市長施政方針演述ほか
�３月３日・４日　一般質問
�５日　一般質問、議案審議
�６日　議案審議、予算特別委員会、常任委員会
�７日、10日・11日　予算特別委員会
�13日　議案審議、請願、発議案ほか
＊日程は変更する場合があります。詳しくは、議

会事務局（�76-2111、内線1320～1323）まで。

3月定例会日程（予定）

八幡平市議会政務調査会は、11月15、16の両日、

姉妹都市である宮古市議会との合同研修会を開催。

津波防災対策について研修を受けたほか、宮古市

議会議員の皆さんと意見交換し交流を深めました。

議会広報特別委員会は、10月25、26の両日、

青森県平川市などで視察研修を実施。平成18年

１月に誕生した平川市では、議会広報の編集方

針や編集方法などについて話し合いました。

議員定数等調査特別委員会理事会は、11月21、22

の両日、宮城県内で視察研修を実施。東松島市で

は次回選挙から議員定数を24人に、白石市では19年

４月の選挙から21人とした経緯を伺いました。

宮
古
市
議
会
と
合
同
研
修

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会

平
川
市
は
、
平
賀
町
、
尾
上
町
、
碇
ヶ
関
村

の
３
町
村
合
併
で
誕
生
し
ま
し
た

議
員
定
数
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
視
察
先
の

市
議
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
話
を
伺
い
ま
し
た
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姉
妹
都
市
の
宮
古
市
と
は
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災
害
時
に
お
け

る
相
互
支
援
協
定
が
結
ば
れ
て
い
ま
す
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地
方
分
権
一
括
法
施
行
か
ら
８
年
。
地
方

自
治
体
の
役
割
は
、
地
域
を
豊
か
に
発
展
さ

せ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
住
民
に
身
近
な

問
題
は
住
民
の
考
え
で
処
理
さ
れ
る
、
政
治

体
制
の
創
造
が
一
番
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

本
市
に
理
想
の
自
治
が
確
立
し
た
と
感
じ
る

日
は
、
経
済
的
に
、
文
化
的
に
密
接
に
共
同

体
意
識
を
持
っ
た
時
で
す
。
理
想
の
自
治
に

向
か
い
、
議
会
広
報
に
携
わ
れ
る
間
、
漫
言

放
語
を
反
省
し
、
必
要
な
情
報
を
配
し
て
発

行
し
、
少
し
は
「
目
的
に
近
づ
け
る
仕
事
を

し
た
」
と
自
画
自
賛
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
�
橋
　
守

副
委
員
長
　
三
浦
榮
吉

委
　
　
員
　
�
橋
悦
郎
　
　
工
藤
直
道

古
川
津
好
　
　
工
藤
　
剛

岩手山西側には、松川温泉、藤七温泉、網張温泉、滝ノ上温

泉をそれぞれ基点とした魅力的な登山道があります。それらの

登山道が合流する場所、それが「三ツ石湿原」です。藤七温泉

コース以外は、いずれも片道２時間ほどで行くことができ、湿

原のそばには三ツ石山荘が建っています。（場所：松川温泉か

ら登山道を徒歩２時間。または、松川大橋から奥産道を40分歩

いた後で登山道に入り、さらに１時間20分）

隠れた名所探訪◯7 裏岩手・三ツ石湿原

表　紙　紹　介

写
真
上
＝
新
町
幼
稚
園
の
園
児
た
ち

写
真
下
＝
大
更
・
渋
川
開
拓
の
渡
辺
渡

わ
た
る

さ

ん
と
そ
の
ご
家
族
（
前
列
左
か
ら
、
蓮れ

ん

君
、

齋
藤
優ゆ

う

君
（
お
い
）、
齋
藤
ま
な
み
ち
ゃ

ん
（
め
い
）、
春

し
ゅ
ん

君
、
以い

世せ

子こ

さ
ん
・
秀ひ

で

夫お

さ
ん
夫
妻
。
後
列
左
か
ら
、
智ち

恵え

子こ

さ

ん
・
渡
さ
ん
夫
妻
と
晴は

る

香か

ち
ゃ
ん
）

三浦　榮吉

き
が
と
あ


